
第八十一號（第七巻）昭和二年十二月生

金　星　の　掩　蔽

　　　　　　　　　　　　　上　田　　穰

　　　　　　　　　　　　遊星による掩蔽現象

　月が星を蔽ひ隠すのミ同じ様に，遊星も亦その蓮行中に星を掩うて掩蔽

現象を示すものである．しかし遊星は月に比べるε，見掛け上，遙かに小

さいから其の掩薇も從って稀にしか起らないのである．且つこの掩蔽現象

は，隠すものミ隠iさるXものこの相互の位置のキワドィ關係によるのであ

るから豫めこれを豫報ずるためには恒星の位置を充分正確に知って置く必

要がある課である．

　そんな課であるから，もし守れ等の現象を観測するS其れから遊星の位

置が可なり正確に知られるεいふこεが解るであらう．爾ほ叉，月による

掩薇の際には懸される恒星が急に纏えるこミから見て，月の周園にはそれ

を取り巻いてみる大氣といふ程のものは殆んさないεいふこミの實謹であ

るS　一m！に考へられてるるが，遊星が星を掩ふ場合には，恐らく遊星の周

園にある大氣のナニめにダンダン星の光りが減じて逡に遊星それ自艦にかく

されるに及んで初めて星の光りが漕えるざいふ襟なこεがあるこNS　N思は

れるから，もし此のSIJII況を精密に観測すれば遊星の周園の大氣ミいふもの

に就て何かの手がNりを與へるこεが出彩るε思はれる．反，嘗て1917年

2月9日の夜，国璽のアンスリ氏が何心なく土星を眺めた際に其の土星の輪
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によって隠くされやうミする七等三位の星があるのに心付いて，その掩蔽

現象を観測したεころ土星の輪を濾して其の星を見るこミが出來たミころ

から土星輪はさの位の粒子から萬來てるるものだミいつナこ様な推論の手が

Nりを得たミいふこミもあるのである．

　　　　　　　　　　　　金星による掩蔽鏡象

　工2月15日金星によって六等牛の星一11』3736が掩薇せられる．今1927年

：B．A．　A．　Handbookのコムリー（Comrie）氏の計算によれば，こσ）掩蔽は東

印度の北部，日本及び支那沿岸の地より観測せらるミいふ，三三況は次の

通りである．
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　この時刻は日本中央標準時で押してあるから，香港や徐山ではそれより

一時間早い時刻に起るここを忘れてはならぬ．方向εいふのは金星の眞北

の嵩から東の方へ計った角度で，そこから星が隠れて終ひまt現はれてく

るミいふこミを示したものである．この節，金星は曉けの明星こして輝：い

てるる時節で三級は一3．8等級程のもの，其の東側が太陽に照らされてみ

る代りに西側はいくらか映けてるるのである．Eiち全面積のやがて四割位

が峡けてるる部分で，この鋏けた西側の橡からその六等牛位の星が出て來

る鐸である．金星の一番峡けて見える向きは眞北から東へ測って2910ε

いふ向きであるから京都あナこりでは大罷その邊りから星が表はれるミいふ

のであるから出現を観測するのには大攣都合か良いSいはねばならない・

」又日出までには約一時牛位の時間があるのであるから，日の出ない前に充

分観測が出來る予定である．


